
 

    地域支え合い推進事業の取組について 
 

     ～生活支援コーディネーターの活動状況～ 
                                                                        

 

平成２７年１０月～  コミュニティ協議会役員会 民児協定例会  

                 地区社会福祉協議会研修会  自治会等地域住民への説明会 

             出前講座  その他協議・打合せ等  

             平成２７年１０月～３月 説明会１４４回  協議・打合せ等２１８回                  

平成２７年１２月   庵治地区地域福祉ネットワーク会議(第二層協議体)設置   

平成２８年 ３月     香南地区   

平成２８年 ４月   香西地区  

平成２８年 ５月   太田地区   西植田地区 

平成２８年 ６月   川岡地区   松島地区   

平成２８年 ７月   屋島地区   女木地区  下笠居地区 

平成２９年 ８月   古高松地区   大野地区  太田南地区（予定）      

平成２９年 ９月   ８地区（設置予定）     

                                  計２１地区（設置予定を含む） 

 

 

 

資料３ 
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地域福祉ネットワーク会議の役割 

 

         ・５年後・１０年後を見据えた支え合いのまちづくりの検討 

   ・地域の課題、ニーズの把握 

         ・福祉活動拠点、活動団体等の地域資源の把握 

         ・情報交換、情報共有 

         ・生活支援サービスの体制整備、担い手の養成      など 

 
生活支援コーディネーターの役割 

 

    ・地域の情報収集・提供、会議資料作成、企画提案など、  

          地域福祉ネットワーク会議の運営を支援     
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各地域の説明会等で出された主な課題 

 

・若い人がいなくなり、一人暮らし高齢者が急増している 

・認知症高齢者が増加している 

・空き家が増加している 

・公共交通機関がない、あっても便数が少なく使えない 

・スーパー等が遠方で買い物に困る 

・自治会加入率が減少している 

・高齢になり役員ができないので自治会を脱退する人が増えている 

・高齢者が集まる場所がない。特に男性高齢者の社会参加が少ない 

・マンション等集合住宅に住んでいる高齢者の把握がしづらい 

・地域の高齢者を支えようとしても、個人情報の壁がある 

・担い手が少ない 

・近くに病院がない 
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庵治支援隊 

～住み慣れた自宅で最後まで暮らし続けるために～ 
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ネットワーク会議立ち上げまで 

① 高松市民生委員児童委員連盟常任理事会で、 
市社協地域包括ケア推進室から、地域包括ケア 
システムについて説明 
 

② 地区コミ協の役員会で、                 
市社協地域包括ケア推進室の                
生活支援コーディネーターが説明 
 

③ 地区コミ協健康福祉部会でやれないか、という話も
出たが、地区内協議の結果、地区社協が中心と
なって進めることになった 
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ネットワーク会議立ち上げまで 

④地区社協役員会で、生活支援コーディネー
ターが説明 
 

⑤庵治地区ネットワーク会議のメンバー選出 
地区社協、地区民児協、地区コミ協、連合自治会、 

地区福祉委員、地区人権擁護委員、地区婦人会、 

    地区体協、地区食生活改善推進協議会、 

     地区老人クラブ連合会、老人介護支援センター 
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第1回庵治地区ネットワーク会議 
                 平成27年12月22日 
①「わが町こんなとこシート」の説明 
②グループワーク「地域のええとこ・いかんとこ」 
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第1回グループワーク 
「地域のええとこ・いかんとこ」 
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地域のええとこ 
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地域のいかんとこ 
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第2回庵治地区ネットワーク会議 
                 平成28年1月29日 

①「わが町こんなとこシート」の修正 

 

②グループワーク 

「こんなお手伝いをしているよ・ 

 こんなんあったらいいな」 
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今こんなお手伝いをしているよ 
              聞いているよ 
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もう少しこんなんあったらいいな 
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第3回庵治地区ネットワーク会議 
                 平成28年2月25日 

①「わが町こんなことシート」の修正 
  

②アンケート調査についての協議 

 第2回のグループワークでの意見 

 「アンケートを取ってみんなの意見を聞いてみる」 

 

   

住民アンケートでニーズ調査 

アンケート内容・実施方法についての検討 
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対象者 
庵治地区の60歳以上の方      
600人（無作為抽出） 

内 容 
①介護の状況や介護保険について 
②住民参加の地域づくりについて 
③外出と介護予防の状況について 

実施期間 平成28年4月1日～15日 

実施方法 
民生委員が自宅に訪問して配付 
回収は返信用封筒で 

回答数 533（回収率88.8%） 
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庵治地区ネットワーク会議 

平成28年3月10日：第4回ネットワーク会議 

 ①アンケート調査についての説明 

  
 

平成28年5月30日：第5回ネットワーク会議 

 ①アンケート調査結果についての報告 

 ②サービス開始に向けての検討 

アンケート回収・集計 
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今後について 

• アンケート調査結果から 

56％の方が              

「自宅で最後まで暮らしたい」 

  

  

• 新しい総合事業 

 10月から訪問型サービスＢ 

 「庵治支援隊」の開始に向けて準備中 
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香南地区地域福祉ネットワーク会議 
 

安心見守りたい 

第５回会議 
 

～住み慣れた自宅で最後まで暮らし続けるために～ 
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・・・今後の取組・・・ 

地域福祉ネットワーク会議設置地区 
 

      ・地域ニーズの把握・分析 

         ・地域包括ケアの理解を深めるためのワークショップ等の開催 

         ・生活支援等サービス実施のための体制整備を支援 

 

地域福祉ネットワーク会議未設置地区 
 

      ・地域包括ケアシステムに関する地域説明会の開催  

               ・他地区の事例を情報提供 

         ・地域福祉ネットワーク会議の立ち上げ支援 

 

今年度の目標  
 

      ・地域福祉ネットワーク会議を３０地区以上で設置 
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団塊の世代が後期高齢者となる２０２５年を見据えた支え合いのまちづくりを目指して 

 

まずは、地域の現状や課題を踏まえながら将来を描く 

「地域福祉ネットワーク会議」の設置がスタートとなります 

 

地域の状況に応じ、住民の皆さんの理解をいただきながら、 

地域包括ケアシステムの構築を進めていきます 

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

生活支援コーディネーターが地域の皆さん方と共に考え、お手伝いさせていただきます 

 

地域福祉ネッ
トワーク会議
の設置 

地域ニーズ・
課題の把握 

解決策の 
検討 

生活支援 
サービス等 
事業実施 
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